
 
 
 
 

令和６年度 学校評価 総括評価表  

徳島県立ひのみね支援学校  

自　　己　　評　　価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と 

重点目標 評価指標と活動計画 評　　　価     学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策
  評価指標 評価指標の達成度 総　合　評　価 　重複障がいの評価基 　児童の成長・発達はゆっ
 【学校目標】 ①　全児童の授業中のエピソードの ①　全児童18名の授業中の表出の増 （評定） 準、評価方法について くりではあるが、４月に比
  　記録から、表出の増減や変容を３ 　減や変容を３場面以上確認し共有  試行錯誤されているの べると見る物や時間、落ち
 １）学習指導の充実 　場面以上確認する。 　することができた。 Ａ がよく分かる。点数で 着いて学習できる場所や時
   評価することが難しい 間が増えたり、行動が増え
  重複障がいの児童生徒の たりしている。笑顔や発声
 【下位組織レベル】 （所見） 学びをどう評価し、そ を数値化することは難しい
  　心地よい学習を計画 の力を伸ばす支援をど が、個々の教員が感じてい
 ①　「自分の気持ちを表出 ・実施することによる のように行っているか る児童のエピソードを教員

 　する」をめざし、児童に 授業中の児童の様子（表 を広く発信して欲しい。 集団で共有することで、児
 　心地よい学習を模索する。 出や行動等の児童の変 　　　 童の実態把握や指導の視点

 　　　　　　 化）について、学部や  がより明確になった。エピ
小     学級の教員集団で共有 　 ソードを発達指標と結びつ
  できた。 　 けることができれば、教員
  　見通しを持ち、予測 の自己肯定感にもつながる

  活動計画 活動計画の実施状況 をして学習に期待する と思われる。 

学 ①-1　主に自立活動の時間に関する指 ①-1　県の事業の特別支援学校コンサ 児童の細かな変化への 　今後も、学習内容を柔軟
 　導について、担任する児童の外部 　ルテーションでは、３年生児童の 教員の気づきや視点を に設定・準備し、体調に配
 　専門家等による  コンサルテーショ 　食事場面について記録し、専門家 より明確にすることや、 慮しながら、児童の学ぶ意

 　ンや指導を受けたり協議をしたり 　による学部研修会を２回実施した。 日頃の取組が、児童の 欲に応えるために、日々の
部 　する。 　また、PT、ST、Co 等外部専門家の 表出を促すことにつな 授業を工夫したい。 

　来校で受けたアドバイス等を、紙 がっていることを改め  

　面で共有した。 て実感することができ  

た。  

①-2　専門家との協議により実態把握 ①-2　専門家の助言やアドバイスを共 　また、専門家のアド  

　や指導の視点を見直し、児童の学 　有し、２･３学期の個別の指導計画 バイスを受けて、児童  
　習場面でのエピソードを記録し、 　の目標や指導内容を検討し、児童 の実態に応じた授業を
　児童にとって楽しく心身共に心地 　の意欲を感じる表情や仕草の変化 さらに構築するための
　よい授業を模索する。 　を教員集団で共有できる授業を実 工夫もできた。 

　施することができた。 　　 
  　　

 　

①-3　全児童の表出のエピソードを、 ①-3 ケース会や学部会で共有し、記
　年に３回以上学部内で共有・記録 　録を回覧した。  
　する。 
 
 
 
 

 
【「総合評価｣における｢評定｣の基準】  Ａ：十分達成できた，  Ｂ：概ね達成できた，  Ｃ：達成できなかった 

 

 



 
 
 
 
 

 

令和６年度 学校評価 総括評価表  

徳島県立ひのみね支援学校  

自　　己　　評　　価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と 

重点目標 評価指標と活動計画 評　　　価     学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策
  評価指標 評価指標の達成度 総　合　評　価 　引き続き、自立実践シ   個々の生徒について、自
 【学校目標】 ①　個別の指導計画において、２･３ ①　個別の指導計画において、中学 （評定）　 ートを用いたり、ケー 立活動実践シートを活用し
  　学期の「自立活動」の目標で「十 部生徒11名の２･３学期の「自立活          ス会で検討しながら個 ながら、複数の教員で検討
 ２）学習指導の充実 　分達した」「達した」という評価が 動」の目標で「十分達した」「達し Ａ 々の生徒に合わせたき し、自立活動で指導すべき

  　80％以上となる。 た」という評価が93％であった。（「十 め細やかな指導をして 中心的課題を捉え、目標、
   分達した」44％「達した」49％） いただきたい。 指導内容を設定していくこ
 【下位組織レベル】 　 （所見）   社会人講師や外部講師 とができるようにケース会
     自立活動実践シート の積極的活用を期待す などを充実させていきた
 ①　生徒の中心的課題を捉  を活用して自立活動の る。 い。指導方法の共有や検討
 　え、 PDCA サイクルに基  指導目標を設定し、ケ  にはビデオ映像の活用も引
 　づき、自立活動の指導を  ース会で担任や担当教 　 き続き取り入れたい。限ら
中 　実践する。 　 員間で確認したことで、 れた時間の中で、話し合い
  活動計画 活動計画の実施状況 目標や指導の意図の共 の効率化や、業務改善でき
  ①-1　中学部全生徒について、目標 ①-1　中学部全生徒について自立活 通理解につながった。 る部分についても考えてい
  　等を検討するケース会を実施する。 動実践シートをもとにたてた２･３ 社会人講師を積極的に く必要があると思われる。 

学   学期個別の指導計画のケース会を８ 活用し、身体の動きや
  ～９月に、中間評価や追加目標を検 手の活動等への助言を
  討するケース会を12月に実施した。 受け、担当教員間で情
   報共有を図り、授業に
部 活かすことができた。

①-2　中学部全生徒について、学部 ①-2　学部会では各学習グループか 事例検討は担当者間で
　教員間で自立活動の指導事例検討 ら１名ずつ計４名の自立活動の指導 行う方が意見が出しや
　や教材共有等を行う。 事例報告を行い、他の生徒はケース すく、学部会では意見

会等を活用して指導や教材等につい が出しづらい面もあっ
ての情報共有を図った。 たが、学部会を活用し

 た指導事例報告では、
ビデオ映像を活用した

①-3　ひのみね医療療育センターリ ①-3　社会人講師の指導をPT４名、OT ことにより生徒の様子
　ハビリテーション課との連絡会、 １名、心理リハビリテーションSV６ や指導方法をわかりや
　社会人講師来校等による専門家と 名が受け、担当教員間で記録やビデ すく共有することがで
　の連携で得られた情報の共有を図 オ等を活用して情報の共有を図り、 きた。 

　り、授業に活かす。 授業に活かした。 
  
  
 
 
 
 

 
【「総合評価｣における｢評定｣の基準】  Ａ：十分達成できた，  Ｂ：概ね達成できた，  Ｃ：達成できなかった 

 



 

令和６年度 学校評価 総括評価表  

徳島県立ひのみね支援学校  

自　　己　　評　　価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と 

重点目標 評価指標と活動計画 評　　　価     学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策
  評価指標 評価指標の達成度 総　合　評　価 　校内実習や就業体験 　校内実践力の強化を目指
  ①　学部内アンケートにおいて、「進 ①　年度末に実施した学部内アンケ （評定） など、生徒にとって進 し、キャリアパスポートの
 【学校目標】 　路意識が向上した・実践力が高ま 　ートにおいて、「進路意識が向上し  路の目標が明確になる 活用など、学部間での取り
  　った」と回答した教員が80％以上 　た・実践力が高まった」の項目に、 Ａ ようなキャリア教育を 組みを再度見直し、学部全
 ２）学習指導の充実 　となる。 　「非常に実感している」「やや実感 引き続きしていただき 体でキャリア教育を実践
   　している」と学部教員の100％から たい。また、卒業生の し、生徒･保護者･教員の更
  　回答を得ることができた。 （所見） 保護者から話を聞く機 なる意識向上を図る。 

 【下位組織レベル】 　担任・保護者間の連 会を持つとよい。 　これから始まる「就労選
  携やケース会の実施な   農福連携で協力できる 択支援」に関する情報収集

 ①　キャリア意識の向上と ど進路担当とともに、 ことを模索できればと 及び理解に努め、学校内に
 ともに実践力を高め、進路 生徒一人一人に応じた 考えている。 おける学部間の円滑な引き
 指導の充実を図る。 就業体験の実施や振り 継ぎを意識した縦の連携、
  返りをすることができ 外部人材を活用した体験的
  活動計画 活動計画の実施状況 た。　 な活動の実施に向けた学校
 ①-1　校内実習期間や報告会など、 ①-1　６月に校内実習期間を設定し、 　校内実習やローソン ･地域･企業間における横の
高 　学部全体で取り組む機会を年２回 　コースごとに活動計画を立てて実 出張授業などに学部全 連携をより重視し、教育的
 　以上設定する。 　施した。11月にはローソン出張授 体で取り組むことで、 ニーズに応じた一貫した教
 　業を実施し、接客や販売について それぞれの進路目標が 育支援を進める。 

 　学部全体で取り組んだ。12月には 明確になり、全体の進 　相談体制を整備し、必要
等 　就業体験報告会を行い、それぞれ 路意識の向上を図るこ に応じて説明会を実施する
 　の成果を発表した。 とができた。アンケー など、社会的･職業的自立
 トからも高評価を得る に向けた進路指導の充実を
 ことができている。 図る。 

部 ①-2　月１回、学習グループ内で支 ①-2　学習グループ内で、卒業後に 　１･３コースについ
 　援方法の見直しを行い、授業改善 　必要な力を身につけるための授業 ては、生活の見通しを
 　を図る。 　を計画し、月１回以上の割合で話 立て、生徒自らが進路
 　し合い、授業改善を行った。 について考え、自信を
 持って行動できる力が
 身につくような指導、

 ①-3　就業体験ごとに毎回振り返り ①-3　各生徒とも就業体験毎に事前･ ４コースについては、
 　を実施する。 　事後学習を行った。実習を振り返 集団活動の中で安定し

　り、進路選択につなげることがで て過ごし、自己を発揮
　きた。 して自己肯定感を高め

られるような指導を取
り入れることで、より

①-4　学期に１回以上、進路に関す ①-4　学期に１回以上、年間５回（5. 豊かな進路指導につな
　る情報交換会を学部内で実施する。 　7.9.11.2月）、学部全体で進路に関 がったと思われる。 

　する情報交換の場を設定し、情報 　 

　共有を行った。学習グループ内に
　おいても毎学期ケース会を実施し、
　進路指導について情報共有を行っ
　た。 
 

 
【「総合評価｣における｢評定｣の基準】  Ａ：十分達成できた，  Ｂ：概ね達成できた，  Ｃ：達成できなかった 



 

令和６年度 学校評価 総括評価表  

徳島県立ひのみね支援学校  

自　　己　　評　　価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と 

重点目標 評価指標と活動計画 評　　　価     学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策
  評価指標 評価指標の達成度 総　合　評　価 　発災時の備えについて 　安全な避難態勢の整備の
 【学校目標】 ①　防災意識を高め、防災計画に基 ①　関係機関や家庭と連携して研修 （評定） は、保護者と確認しな ために、スロープが使用で
  　づいた訓練や研修を、関係機関や 　を計画し、予定した訓練や研修を  がら、防災バックや備 きない時の対応について、

 １）安心･安全な学校づくり 　家庭と連携して計画し、計画通り 　全て計画通り実施することができ Ａ 蓄品について整備して 新年度の早い時期に引継ぎ
  　実施する。 　た。 いくことが必要。 や確認を行ったり、演習や

  　災害の種類により対 訓練を全員の教員で実施し
 【下位組織レベル】 活動計画 活動計画の実施状況 （所見） 応が違ってくるので、 たりすることが必要であ
  ①-1　「災害安全」に関する訓練を５ ①-1　火災避難訓練を２回、地震津波 　年度当初の防災研修 いろいろなシュミレー る。 

 ①　災害時における安全な 　回、｢生活安全｣に関する訓練を１ 　避難訓練を１回、風水害避難訓練 を WEB 研修として実施 ションを行うなど検討 　R6 年度にエアーストレ
 避難態勢の整備を行う。 　回計画し、10 月までに実施する。 　を１回、新規赴任者を対象に消火 し、確実に全員に受講 しておくと良い。 ッチャーを１台備えること

  　訓練を１回、不審者対応訓練を１ してもらえたことは良   停電時の対応につい ができたため、演習(訓練)
  　回実施した。 10 月までに実施でき かった。校内防災研修 て自治体や市町村等と を計画する。 

 　た。 で全員が車いす等での 協力体制を整えたり、 　今後も車いすを担ぎあげ
 ①-2　年度当初に、全教員対象に本校 ①-2　４月 17 日から５月２日の間に 避難体験をしたことは 地域の給電場所につい ることが難しい児童生徒の

 　の防災に関する WEB 研修を計画し、　WEB 研修を実施した。研修内容に 特に好評で、防災意識 てマップなどの作成に ハード面での整備を、可能
 　全教員が研修できるようにする。 　関するアンケートを実施し、内容 をさらに高めることが つながれば良いと思う。 なことから検討していきた
総 　理解を深めた。研修期間後も途中 できた。また、訓練で  い。 

 　復帰等で未実施の教員には  WEB 研 出た課題については、   

 　修受講を促し全教員が研修できた。 改善して全校に周知す   

 ①-3 スロープが使用できない時の２ ①-3　各学部から１名、想定した児童 ることができた。    

務 　階への避難について、全教員が体 　生徒の階段を使った避難を、車い   

 　験できる形で計画する。 　すに重りを乗せて実施した。他に   

 　車いすや担架を使って教員が乗り   
 　平行避難も実施し、運ぶ側、運ば  

課 　れる側の体験を行い、感想を共有  

　することで発災時の備えに繋げる  

　ことができた。  

①-4　保護者と連携し、保護者の希望 ①-3　保護者のニーズから防災バッグ  

　を取り入れて、夏季休業中に PTA　 　の中身についての情報共有を行っ  

　防災研修として計画、実施する。 　た。教員は発災時の避難所設営の  

　ためのテント立てや発電機の始動  

　などを体験した。また、蓄電池の  

　使い方について、全体で共有する  

　ことができた。  

①-5　他課と連携し、カードの書式を ①-5　保健環境課と協働して検討し、  

　検討して立案し、次年度からの活 　個人カードと防災カードを統合し、
　用ができるようにする。 　防災バッグに入れることとした。

　次年度から活用できるよう準備を
　整えることができた。

①-6　避難訓練に関係する避難経路な ①-6　「学校安全の日」に避難訓練に
　ど、５月から防災計画や危機管理 　関する内容などを再掲し、意識の
　マニュアルから抜粋して掲示板に 　向上に努めた。マニュアル以外に
　掲載し、周知する。 　も非常時の備えなどについて掲載

　し、安全意識の向上を図ることが
　できた。

                                                                                                 　　  【「総合評価｣における｢評定｣の基準】  Ａ：十分達成できた，  Ｂ：概ね達成できた，  Ｃ：達成できなかった 



  

令和６年度 学校評価 総括評価表  

徳島県立ひのみね支援学校  

自　　己　　評　　価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と 

重点目標 評価指標と活動計画 評　　　価     学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策
  評価指標 評価指標の達成度 総　合　評　価 　次年度も児童生徒の 　次年度、準ずる教育課程
 【学校目標】 ①　各学部の準ずる教育課程(１･２ ①　学習指導要領や各校種の様式を （評定） 実態に合った授業づく に児童生徒が在籍するのは
  　コース)の「評価に関する規定」を 　参考に、各学部の準ずる教育課程  りや評価規準・評価方 高等部のみであるが、各教
 ２）学習指導の充実 　来年度改定できるように見直し、 　(１･２コース)の「評価に関する規 Ａ 法を検討していただき 科担任への周知と理解促進
  　作成する。 　定」を見直し、観点別評価を明確 たい。 をスムーズに行うことが課
  　にするとともに、学部間の規準を 　重複障がいの評価基 題となる。年度初めのケー
 【下位組織レベル】 　揃えて、来年度の運用に向けて整 （所見） 準や評価方法は試行錯 ス会や学部会等を利用して

  　えることができた。 　観点別評価について 誤されていることはよ 周知するとともに、観点別
 ①　学習指導要領に即した の規定の見直しと並行 くわかる。点数で評価 評価の考え方や方法につい

 　学習評価を推進する。 して通知表の様式も見 することが難しい重複 ての研修も必要と考える。 

  直し、新たにした。 障がいの児童生徒をど 　また、本校の９割以上で
  　小中学部には準ずる う評価し、その力を伸 ある重複障がいの児童生徒

  教育課程で学ぶ児童生 ばす支援がどのような の学習評価については、今
  徒は在籍していないが、 ものとなるかを広く発 回改訂した評価規定を踏ま
教  学校として、現行の学 信していただきたい。 えながら、児童生徒の実態
  活動計画 活動計画の実施状況 習指導要領に即した評 に合った授業づくりや評価
  ①-1 各学部の教務主任を中心に、参考  ①-1 １学期～夏休み前半で小学校・中 価規定が定められたこ 規準・評価方法を試行錯誤
  　 資料等を集め、原案を作成する。 　 学校・高校の資料等を集め、それらを とで学習指導の基盤が する必要がある。さまざま
務  　 もとに原案を作成した。 できたと考える。また、 な研究授業の機会を生か
  夏期休業中にまとまっ し、学部全体・学校全体で
  た時間をとったことで、 の検討や研究を重ねるサイ
 ①-2　 教務課全員で、それぞれの原案 ①-2　 夏休み中に教務課会を行い、全 課員全員で検討するこ クルを作りたい。 

課 　 を検討し、改訂版を作成する。 　 員で原案を検討し学部間での書き方 とができ、所属学部と  

　 や点数の幅 を揃 え、改 訂版を作成し 他学部の評価のつなが  

　 た。 りも意識することがで
きた。 
 

①-3 教育課程検討委員会、個別の指 ① -3 第２回個別の教育支援計画検討  

　 導計画検討委員会に改定案を出し、 　 委員会にて改定案を提出し、集約した  

　 承認を得る。 　 意見をもとに様式を整え、第３回個別  

　 の教育支援計画検討委員会にて承認  

　 を得た。  
 
 

①-4　 承認された改訂版を職員会議等 ①-4　 承認された改訂版を職員会議で  

　 で周知する。 　 周知した。  
 
 
 
 
 

 
【「総合評価｣における｢評定｣の基準】  Ａ：十分達成できた，  Ｂ：概ね達成できた，  Ｃ：達成できなかった 



  

令和６年度 学校評価 総括評価表  

徳島県立ひのみね支援学校  

自　　己　　評　　価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と 

重点目標 評価指標と活動計画 評　　　価     学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策
  評価指標 評価指標の達成度 総　合　評　価 　今年度からリフレクシ 　目標設定の手続きが理解
 【学校目標】 ①　自立活動の目標設定の手続きを ①　自立活動の目標設定の手続きを （評定）　 ョンミーティングと改 しがたい理由は、手続きの
  　理解することができた、概ね理解 　理解することができた、概ね理解 　 名された会をミーティ 煩雑さが考えられる。改良
 ５）教職員の専門性の維持 　できたと100％の教員が回答する。 　できたと89％の教員が回答した。 Ｂ ングのねらいを明確に した手続きを継続して活用
 　向上と地域への発信 し、検討しながら児童 していくことで理解の定着
  生徒の実態に応じた指 を図りたい。また、年度途
 　 ②　自立活動ミニ授業検討会や外部 ②　リフレクションミーティング（自 （所見） 導につなげてほしい。 中から勤務する教員や新規

 【下位組織レベル】 　専門家の活用を通して、話し合っ 　立活動ミニ授業検討会を改名）や 　研修の機会を設定し 　自立活動実践シート 赴任者への研修を工夫しな
  　たことを授業に活用し授業を改善 　外部専門家の活用を通して、話し たり、目標設定の手続 作成のマニュアル等も がら、継続的な取り組みを

 ①　自立活動実践シートの 　することができたと 80 ％の教員が 　合ったことを授業に活用し授業を きに関する資料を作成 適宜改良しながら取り 目指したい。その他、目標
 　 PDCA サイクルに基づき 　回答する。 　改善することができたと92％の教 したりしながら、自立 組んで欲しい。 設定の精度を高めていく研

 　ながら、外部専門家の活 　員が回答した。 活動実践シートを全教 　 修も企画していきたい。 

 　用とチームで取り組む自  員が再検討したことが 　今年度「リフレクション
 　立活動の指導を推進する ９割近くの教員の理解 ミーティングは実施しにく
研 　ことを通して、教職員の 活動計画 活動計画の実施状況 を促すことにつながっ かったので改善した方がよ
 　専門性を高める。　 ①-1　自立活動の目標設定の手続き ①-1　７月に２回掲示板に資料を添 たと考える。 い」という意見が５件あっ

  　について掲示板等を活用した研修 　付し、自己研修を実施した。   授業改善に関するリ た。実施しやすいパターン
  　を実施する。 フレクションミーティ を複数提示したり、進行マ
究  ングや外部専門家の活 ニュアルを作成し、ミーテ
  用は、授業を改善する ィングのねらいを明確にす
 　 ①-2　目標設定のポイントを伝えな ①-2　７～８月に目標設定のポイン ことにつながった。 る工夫が必要である。 

   　   　がら全児童生徒の自立活動実践シ 　ト等を３回に分けて伝えた後、各 　また、外部専門家の活用
　課  　ートを再検討する研修を実施する。 　グループで全児童生徒について自 は多かったが、手の操作に

 　立活動実践シートを再検討した。 関する作業療法士の活用は
少なかっため、手の働きに

①-3　２･３学期の個別の指導計画ケ ①-3   ２･３学期の自立活動の目標を 関する外部専門家の活用を
　ース会において目標設定の根拠を 　立てた理由をケース会で説明する 促すために社会人講師の話
　説明する機会を設ける。　 　よう全担任に伝え、機会を設定し を聴く機会を設けたり、活

　た。 用の良さを伝えたりする必
要がある。 

②-1　自立活動ミニ授業検討会の進 ②-1　リフレクションミーティング
　め方を示し、全教員が自主的に取 　の目的や方法等を示した。
　り組めるよう研修を支援する。 

②-2　ひのみね医療療育センターリ ②-2　リハビリテーション課との連
　ハビリテーション課との連絡会を 　絡会を年２回実施することができ
　１学期と３学期に企画し、社会人 　た。社会人講師の来校指導を74回
　講師の来校指導を60回以上実施す 　実施した。 

　る。  
  
 

 
【「総合評価｣における｢評定｣の基準】  Ａ：十分達成できた，  Ｂ：概ね達成できた，  Ｃ：達成できなかった 



  

令和６年度 学校評価 総括評価表  

徳島県立ひのみね支援学校  

自　　己　　評　　価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と 

重点目標 評価指標と活動計画 評　　　価     学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策
  評価指標 評価指標の達成度 総　合　評　価 　次年度も引き続き、児 　安心･安全の基本的人権
　 【学校目標】 ①　自分を大切にする活動を年間５ ①　学期に１回「こころの学習」と （評定） 童生徒の意識の変容が が守られ、自分の身を守る

  　回以上企画する。 　して高等部の生徒にスクールカウ  みられるような機会を ことや周りの人を大切にす
 １）安心･安全な学校づくり  　ンセラーによる授業を実施した。 Ａ 設定していただきたい。 ることのできる児童生徒を
   　人権研修では障がい者差別につい 　スマホの使用につい 育てていきたい。そのため
   　て取り上げ講演会を行った。薬物 てトラブルに巻き込ま に、今年度同様、外部の機
 【下位組織レベル】  　乱用防止教室やスマホ安全教室で （所見） れないような指導も継 関と協力した研修を行い、
  　は自分の身を守るための学習を行 　スクールカウンセラ 続して欲しい。 いじめ防止一斉授業のよう
 ①　人権教育の視点を学校 　った。 ーと連携した「こころ に自分のことを考えたり、
 　全体で確認し、一人ひと の学習」では、自分と 友達のことを知ったりする
 　りを大切にする教育活動 活動計画 活動計画の実施状況 考え方が違う友達がい 活動を続けていきたい。 

 　を展開する。 ①-１　人権研修、薬物乱用防止教室 ①-1　９月にPTA人権研修で障がい者 ること等について理解  

  　やスマホ安全教室など自分を守る 　問題の当事者である久保 修氏の講 を深めることができた。  

  　学びの場を提供する。 　演、６月に薬物乱用防止教室、８ 　PTA人権研修会の講  

  　月にスマホ安全教室を実施した。 演に生徒も参加して、  

人  様々な困難を乗り越え  

  てきた講師の話を聞く  

権  ①-２　いじめ防止子ども委員会に児 ①-2　いじめ防止一斉学習を行い、「み ことにより、「これか  

  　童生徒全員が所属していることを 　んなに伝えよう～好きなこと・笑 らいろいろなことに挑  

進  　教員が知り、児童生徒が挨拶運動 　顔になる瞬間」について考える機 戦したい」など意識の  

  　や校内放送に積極的に参加できる 　会をもった。校内放送で発表した 変容が見られた生徒も  

路  　ように呼びかけ等を行う。 　ことを、ポスター掲示し、多くの いた。  

  　人に見てもらった。 　薬物乱用防止教室や  

課  スマホ安全教室におい  

  ても自分には関係ない  

  ①-３　スクールカウンセラーと連携 ①-3　スクールカウンセラー便りを ではなく、身近なこと  

 　し、自分や周りの人を大切にする 　５回発行した。ストレスとは何か であることを感じ、「支  

 　ヒント等を発信する。　 　やその対応についてなど身近な内 え合って生きていきた
 　容について取り上げ、保護者と児 い」など自他を大切に
 　童生徒に発信し、校内にも掲示し する一人ひとりの思い
 　た。また、「こころの学習」では、 や言動につながった。
 　ふわふわ言葉やチクチク言葉につ
 　いての授業を行い、友達との意見
 　の違いを感じ、友達が嫌だと思う
 　こともあることを学習した。 

  
  
  
  
  
  
  
  

 

                                                                                                      【「総合評価｣における｢評定｣の基準】  Ａ：十分達成できた，  Ｂ：概ね達成できた，  Ｃ：達成できなかった 



  

令和６年度 学校評価 総括評価表  

徳島県立ひのみね支援学校  

自　　己　　評　　価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と 

重点目標 評価指標と活動計画 評　　　価     学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策
  評価指標 評価指標の達成度 総　合　評　価 　卒業後の進路先につい 　本校の生徒は卒業後、２
　 【学校目標】 ①　児童生徒、保護者のニーズに応 ①　生徒の実態や進路希望等を担任 （評定） て、新しい施設等を開 ～３カ所の施設を併用する

  　じた進路選択に向けて、関係機関 　と共有して進路開拓を行い、見学  拓し、保護者に情報提 ことが多い。本人・保護者
 ４）家庭・地域・学校が一 　との連携、情報提供等を年間通し 　や実習につなげた。 Ｂ 供できるようにしてい のニーズを面談でしっかり
 　体で取り組む教育の推進 　て行う。          ただきたい。 と聞き取り施設の案内がで
  　医療的ケアが必要な きるようにしたい。 

  （所見） 子どもたちの進路先が 　また、進路について質問
 【下位組織レベル】 　進路アンケートを実 ものすごく少ない。進 があった際に、全教員が回
  活動計画 活動計画の実施状況 施し、小学部の保護者 路開拓に努めていただ 答できるように進路に関す
 ①　生徒に応じた進路選択 ①-1　進路アンケートを実施し、保 ①-1  進路アンケートを実施し、希 からも進路について悩 いたり、また新しい制 る研修を行い、教員の専門
 　へつなげていく。 　護者のニーズに合った施設見学を 　望のあった施設の見学を実施する んでいる、施設につい 度の情報など、保護者 性を高めたり、担任と連携
  　行ったり、進路情報を人権進路通 　ことができた。施設についての情 て何も分からないなど に提供いただきたい。 しながら進路選択の支援が
  　信「はなみずき」で発信をする。 　報を「はなみずき」を通して保護 進路に関する不安感を できる体制を整えていきた
  　者に発信したり、図書室に進路コ 把握することができた。 い。 

  　ーナーを設置し、施設等の情報発 　PTA施設見学におい  

人  　信を行った。 ては、参加者は５名で  

  あったが、施設の方か  

権  ら詳しく話を聞くこと  

  ①-2　進路指導担当が高等部生徒保 ①-2  登下校送迎時や参観日、保護者 ができ、進路選択の一  

進  　護者との面談の機会を年間２回以 　懇談、就業体験の反省会等におい 助となった。  

  　上持つ。 　て、ほとんどの保護者と２回以上 　本校の児童生徒は県  

路  　話をする機会を持つことができ、 内の様々な地域に居住  

  　円滑に進路指導を行うことができ しているため、今後も  

課  　た。 本人や保護者のニーズ  

  を把握し、適切な進路  

  選択ができるよう、見  

 ①-3　小学部段階から進路について、 ①-3  進路先の開拓として、最近利 学先や実習先を調整し  

 　保護者や担任にも考えてもらうこ 　用をしていなかった施設や新しい ていきたい。  

 　とができるような情報発信をした 　施設等10カ所以上の施設を訪問し
 　り、進路先の開拓等を行う。 　て情報を収集し、「はなみずき」で
  　発信した。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                                                                      【「総合評価｣における｢評定｣の基準】  Ａ：十分達成できた，  Ｂ：概ね達成できた，  Ｃ：達成できなかった 



 

令和６年度 学校評価 総括評価表  

徳島県立ひのみね支援学校  

自　　己　　評　　価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と 

重点目標 評価指標と活動計画 評　　　価     学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策
  評価指標 評価指標の達成度 総　合　評　価 　ユニバーサル公演事業 　児童生徒の実態に応じた
 【学校目標】 ①　地域や県主催のイベント等への ①　県庁９階特設掲示板の作品展示 （評定）　 申請やその他のアート、 参加が可能な作品展の出展
  　参加及び企画を３つ以上実施する。 　や「きらめきアート展」の参加及  音楽、スポーツなどの や体験的な事業を今後も取
 ４）家庭・地域・学校一体  　び、やまなみ珈琲小松島店での「ひ A ワークショップなどで り入れられるよう検討をし
 　で取り組む教育の推進  　のみねからの発信」で作品展を企 普段体験できないこと て行く必要がある。 

  　画した。 が体験できるといい。 　芸術家派遣事業や学校に
   （所見） 　地域の方や近隣の学 おける文化芸術鑑賞･体験

 【下位組織レベル】  　作品展示は、児童生 校と一緒に合同作品に 推進事業(ユニバーサル公
   徒の活動の成果を表現 取り組んではどうか。 演事業)など、外部事業の
 ①　児童生徒の実体験の機 する方法として非常に  実施ができるよう継続して
 　会を増やす。 活動計画 活動計画の実施状況 有効である。地域や県 　地域や県主催のイベ 申請していきたい。 

  ①-1　作品展や演奏会などを精選し ①-1　参加実績のある事業には、例 が主催するイベント等 ント等への参加及び企 　「ひのみねからの発信」
  　て企画し、本校児童生徒の実態に 　年通り参加した。芸術家派遣事業 において、作品展示を 画を児童生徒の実態に ではアンケート回答数が少
  　即した参加方法を検討する。 　に申請したが、採用に至らなかっ 数多く実施できた。ま 応じて、３つ企画実施 なかったため、アンケート
特 　　　　　　 　た。次年度の学校における文化芸 た、実際に作品展を見 できたので評価をＡと を QR コード等に変更する
  　術鑑賞･体験推進事業（ユニバーサ 学に行き、多くの作品 してよい。 などレスポンスがあるよう
別  　ル公演事業）に申請した。 にふれることで、学習 に改善し、児童生徒の意欲
   に対する意欲の向上や、 向上につながるようにした
活   経験の幅の広がりにつ い。　　　

  ながった。 

動  ①-2　参加を呼びかけて意見を集約 ①-2　各事業において出展先や教職 　児童生徒による表現
  　し、参加の仕方や日程等の調整を 　員と連絡を密にとって参加方法や の機会としての作品展
課  　する。 　出展作品の調整、日程調整等を行 は、本校の理解啓発に

 　った。 もつながっている。
  
  

①-3　 参加及び企画するイベントの ①-3　各事業からの案内チラシの配
　案内や取り組み内容、活動結果等 　布や回覧、掲示を行った。実施前
　をホームページにて発信する。 　後には、ホームページで活動の様
 　子等を発信した。　 

  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【「総合評価｣における｢評定｣の基準】  Ａ：十分達成できた，  Ｂ：概ね達成できた，  Ｃ：達成できなかった 



 

令和６年度 学校評価 総括評価表  

徳島県立ひのみね支援学校  

自　　己　　評　　価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と 

重点目標 評価指標と活動計画 評　　　価     学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策
  評価指標 評価指標の達成度 総　合　評　価 　巡回相談は、学校と校 　県下に広がっているPBS
 【学校目標】 ①　PBSの基本的な考えについて情報 ①　PBSに関する情報提供を行い、校 （評定） 外での活動でとても忙 の理念に基づく教育活動が
  　提供を行い、各学部毎の取組事例 　内での取組について周知した。  しいと思うが、これか 本校でも行われているとい
 １）教職員の専門性の維持 　を周知する。 Ｂ らも地域支援を継続し うことを、一人一人が認識
 　向上と地域への発信  ていただきたい。 し、専門性の維持向上を図
  　校内の専門性の向上 っていきたい。その際、日
  （所見）　 にも期待する。 々の困り感や迷いに寄り添

 【下位組織レベル】 ②　巡回相談時の支援において、PBS ②　すべての訪問先でPBSの理念を持 　校内で日々行われて えるような校内支援を心が
  　の理念に基づいた相談活動を訪問 　って相談活動を実施することがで いるPBSな教育活動を、 け、PBSが教員に定着する
 ①　校内外において、PBS(ポ 　箇所の80％以上の保育園や幼稚園、 　きた。 校内で再認識したいと ように「ひのみねPBSの日」
 　ジティブ行動支援)を広げ 　小学校、中学校等で実施する。 考えた。課内で取組事 の設定など検討していきた
 　る取組を行う。  例を確認し、個々に伝 い。 

  えることができた。ま 　巡回相談については、地
  活動計画 活動計画の実施状況 た、PBSの実践につい 域のセンター的機能を発揮

支  ①-1　校内掲示板等を活用し、PBSに ①-1　校内掲示板にて情報、取組の て個々に確認できるよ することを継続していきた
  　ついての情報や取組事例を提供す 　紹介を行った。 う、情報提供や取組紹 い。本校は、肢体不自由の
  　る。 介を行うことができた。 特別支援学校であるが、様
  　校外においては、訪 々な支援を必要とする対象

援  問先の保育所等でPBS 児の相談も受けられる体制
 の視点からの関わりや であることを、本校で開催
 ①-2　PBSに関する相談や質問等につ ①-2　校内での教員等からの相談や 支援について助言する する研修会等を通じて周知
 　いて話をする機会を持つ。 　質問についてPBSの視点から助言を ことができた。また、 していきたい。また、地域
　課  　３事例行うことができた。 複数回訪問できたこと の相談員とつながる機会を

  で、相談後の経過につ 増やし、校種を問わず相談
 いての報告を受け、更 活動が行われるようになれ

に次へつながるような ばと考える。 

②-1　総合教育センターからの案内、 ②-1　巡回相談員の活動を含む訪問 助言を行うことができ  

　リーフレット等を活用する。 　先で配布し、リーフレットをもと た。   
 　にPBSについて説明した。 

  
 

②-2　相談内容に応じてPBSの視点か ②-2　相談者の良いところ、望まし
　らの支援について助言を行う。 　い活動のフィードバックをしなが

　ら相談を進めることで、PBSの視点
　での関わりを導くことができた。 
 
 
 
 
 
 

 
【「総合評価｣における｢評定｣の基準】  Ａ：十分達成できた，  Ｂ：概ね達成できた，  Ｃ：達成できなかった 

 
 
 



 

令和６年度 学校評価 総括評価表  

徳島県立ひのみね支援学校  

自　　己　　評　　価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と 

重点目標 評価指標と活動計画 評　　　価     学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策
  評価指標 評価指標の達成度 総　合　評　価   エシカル活動に賛同 　今年度の目標であった
 【学校目標】 ①　校内での節水節電、紙の再利用、 ①　校内での節水節電、紙の使用量 （評定）     し、ペットボトルキャ 「学校全体でエシカル消費
  　ペットボトルキャップ回収等の啓 　や再利用については毎月、ペット  ップを持参されている 教育や啓発活動に取り組

 ４）家庭･地域･学校一体で 　発活動を定期的に行い、さらなる 　ボトルキャップの回収は学期に１ Ａ 地域の方を学校前でよ む」は継続して来年度の目
 　取り組む教育の推進 　推進を図る。 　回、校内での啓発活動を定期的に く見かける。次年度も 標にあげ、より計画的に、
  　行った。また、ポスターやポップ 継続した取り組みを行っ また、児童生徒が主体的に
  　を作成し掲示した。 （所見） ていただきたい。そし 充実した活動ができるよう

 【下位組織レベル】 ②　ユネスコ委員会を中心に各学部 ②　高等部と連携し、エシカル消費 　校内での啓発活動は て、児童生徒が主体的 にしたい。 

  　とも連携し、学校全体でエシカル 　教育や啓発活動の事前学習などに 昨年度よりも計画的に に充実した活動ができ 　ペットボトルキャップ回
 ①　家庭・地域・学校一体 　消費教育や啓発活動に取り組む。 　取り組んだ。また各学部でも、啓 定期的に実施すること るように啓発活動など 収も地域にも定着してきて
 でエシカルアクション事 　発活動のポスターや書き損じハガ ができた。 も検討していただきた いるのでさらに啓発活動の
 業に取り組み、さらなる 　キのポスト作り、地域での啓発活 　エシカル消費教育や い。 幅を広げていきたい。
 推進を図る。 　動に取り組むことができた。 啓発活動を学校全体で
 活動計画 活動計画の実施状況 計画的に取り組むこと
 ①-１　電気や水、紙の使用量につい ①-１　電気や水、紙の使用量につい に課題を残すも、各ク
保 　て記録し、グラフ化して校内掲示 　て記録し、グラフ化して校内掲示 ラスやグループ等でそ
　 　板に掲示する。 　板に毎月掲示した。 れぞれ活動することが
健 ①-２　毎月、30日をエシカルの日と ①-２　毎月、30日をエシカルの日と できた。 

 　し、電気、水、紙の使用量と共に 　し、電気、水、紙の使用量と共に  

環 　昨年度比も周知し、節電節水、紙 　昨年度比も周知し、節電節水、紙  

 　の再利用などについて呼びかける。 　の再利用などについて呼びかけた  

境 　ことで年間で使用量が減少した。  

 ①-３　学期に１回参観日にペットボ ①-３　学期に１回参観日にペットボ
課 　トルキャップ回収日を設定し、家 　トルキャップ回収日を設定し、家

　 　庭と連携して回収活動に取り組む 　庭と連携して回収活動に取り組ん
 　と共に、ユネスコ委員を中心に、 　だ。ユネスコ委員で、エシカル消
 　エシカル消費啓発のチラシ配布や 　費啓発のチラシ配布や呼びかけを
 　呼びかけを行う。 　行った。
 ②-１　高等部を中心にエシカル消費 ②-１　高等部を中心にエシカル消費
 　教育、環境教育を授業に取り入れ 　教育、環境教育を授業に取り入れ

　る。 　ることができた。
②-２　啓発活動のポスターやチラシ ②-２　啓発活動のポスター・節水節
　づくり、回収活動に協力してくれ 　電のポップや書き損じハガキを入
　た方に渡す感謝のカードやプレゼ 　れるポスト、回収活動に協力して
　ントを作る。 　くれた方に渡す感謝のカードを作

　成した。
②-３　啓発活動では事前に打ち合わ ②-３　啓発活動では地域や校内で事
　せを行うと共に、事前に児童生徒 　前に打ち合わせを行い、スムーズ
　がポスターを作成し、掲示しても 　に活動できるようにしたり、事前
　らう。 　にポスターを掲示してもらったり

　した。
②-４　地域での啓発活動を行い、事 ②-４　地域での啓発活動を行い、事
　前学習や事後学習を行う。 　前学習や事後学習を各クラスやグ

　ループで行った。 

 
【「総合評価｣における｢評定｣の基準】  Ａ：十分達成できた，  Ｂ：概ね達成できた，  Ｃ：達成できなかった 



 

令和６年度 学校評価 総括評価表  

徳島県立ひのみね支援学校  

自　　己　　評　　価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と 

重点目標 評価指標と活動計画 評　　　価     学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策
  評価指標 評価指標の達成度 総　合　評　価 　情報化社会への対応と 　DXを推進するには、教員
 【学校目標】 ①　ICT機器の活用に向け、ニーズに ①　ニーズに応じた、情報セキュリ （評定） して、スマホの安全な のICT・ATへの理解を深め
  　応じた研修を２回行い、実践の様 　ティーやアプリの利用について実  使用についての学習で ることが大切であると考え
 ３）GIGAスクール構想の更 　子を発信することができる。 　践的な研修ができた。Keynoteなど Ｂ トラブルや犯罪を未然 ている。本年度はGIGAサポ
 　なる展開 　の活用事例を研修に参加できなか に防ぐ取り組みも大切。 ーターと協力して、ニーズ
  　った教員にも共有し、活用を促し   次年度も引き続き児童 に応じた研修を実施でき
  　た。 （所見） 生徒の実態に応じた１ た。次年度もニーズに応じ

 【下位組織レベル】 　端末ごとに細かなと 人１台端末の活用を進 た研修を行うと共に、ステ
  ころで違いがあり、困 めていただきたい。 ップアップした内容に取り
 ①　ICT機器への理解を深　 ②　ICTやATを活用した教材等のソリ ②　ICTの活用に関する教員からの相 りごとが散在した。困 組むことで、教育活動のDX

 　め、児童生徒一人一人の 　ューションを提供する。 　談について、一緒に解決方法を模 りごとに対して、情報 化を更に進めていきたい。
 　実態に応じた活用ができ 　索できた。自宅からの授業への参 収集し、課内で解決方 ホームページ等を活用し
 る。 　加方法について、Teamsで学級のチ 法を模索し、学部会等 た、活用事例の蓄積にも取
  　ームを作り、リモートで参加でき を使って情報の共有や り組んでいきたい。
  　るよう準備をすることができた。 解決方法の提示を行っ

情 　　　　　　  た。教員がICT機器へ
  の理解を深めることで、

 活動計画 活動計画の実施状況 児童生徒がリモートで
 ①-1　GIGAサポーター等の制度を活用 ①-1　GIGAサポーターと研修内容を検 授業に参加することが

報 　して研修を行い、ICT機器への理解 　討し、実際に機器やアプリを操作 できたり、1人1台端末
 　を深める。 　しながら研修を行うことで理解を をさらに有効活用する
 　深めることができた。 ことができた。 

  　また、DropTapなど
　課 のコミュニケーション

支援アプリを活用し、
①-2　学校ホームページを活用し、 ①-2　各学期ごとに、ICT機器の活用 学校行事の司会をする
　各学習グループでの取り組みを各 　例や学習活動で制作したものを学 など活躍する場が広が
　学期１回以上発信する。 　校ホームページで発信した。 り、生徒の自信に繋が

 った。 
 
 

②-1　ICT・AT活用を通じた支援のあ ②-1　アンケートシステムを活用し、  

　り方について研修（OJTを含む）を 　職員のニーズに応じた内容の研修  

　実施する。 　を行うことができた。  
  
 
 

②-2　効果的な授業内容・展開がで ②-2　GIGAサポーターと連携して、ke  

　きるようにスイッチ等の活用例や 　ynote（図の挿入、手描きイラスト、  

　アプリケーションについて紹介を 　アニメーション等）やMicrosoftTea  

　する。 　ms（チームの作成、チャット機能、  

 　ファイルの共有等）の基本的な使
　い方について研修を行った。 

 
【「総合評価｣における｢評定｣の基準】  Ａ：十分達成できた，  Ｂ：概ね達成できた，  Ｃ：達成できなかった 


